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会社 概要 

 会   社  名  ：株式会社 啓愛社 
 本社所在地   ：東京都北区岩渕町38-23 
 設  立    ：昭和 9年3月  
 資 本 金     ：19億500万円 

 5事業部制     : 金属事業部            

                        自動車部品事業部 

        アルミ事業部 

        関連事業部 

        車輌リサイクル事業部  
 主な子会社と : KI(USA)Corporation   
 駐在員事務所   KEIAISHA(THAILAND)CO.,LTD 
                        KI-Ecotech Co.,LTD 
                        KEIAISHA MEX S de R.L. de C.V. 
                        Khmer Innovative Food Service(Cambodia) 
                        Co.LTD 
                        KEIAISHA Cambodia Office 
                 

 

 
           

 
 

 

2 



3 

金属事業部 
・建物解体事業 
・金属リサイクル事業 
・樹脂類リサイクル事業 

アルミ事業部 
・アルミニウム2次精錬事業 

車輌リサイクル事業部 
・車両解体 
・触媒事業 
・全国バンパー回収 
・エアバッグ回収（自動車リサイク
ル法による指定引取・運搬） 
・エアバッグインフレーター処理と
再資源化（自動車リサイクル法） 

自動車部品事業部 
・自動車部品の設計、開発、生産 

 

関連事業部 
・車両リース事業 
・設備機器リース事業 
・損害保険業務 
・鋼材（海外） 
・アサマサンデーハウス  

アルミ 
屑 

リース 
満了車両 

金属
屑 

金属屑 

自動車メーカーへ売却 

鉄鋼メーカー
へ売却 

自動車部品 

アルミニウム 
KI-タイランド 
2010年6月設立 

 

啓愛社 事業形態 

KI-USA 

KI-ECOTECH 
(タイ） 
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廃車される使用済自動車から、まだまだ使える部品や 

資源をリサイクルする事で、循環型社会の構築を目指 

します。この大変重要な役割を担っているのと同時に、 

環境負荷の低減にも取組んでいます。 

全国に展開する8つのリサイクル工場では、最新の設備と技

術を導入し、使用済自動車の適正処理を行うことで徹底した

環境保全に努めています。 

 

また、熟練の業と知識、ネットワークを駆使して有価資源を確
保提供し続けることで、リサイクルそのものを活性化させる取
り組みを行っています。 

 

今後も、「すてる」を「つかう」をモットーに啓愛社は地球温暖防
止、汚染物質削減、資源循環型社会の実現を基本姿勢とし、 

豊かな社会の実現に貢献することをめざし3R（Reduce＜発
生抑制＞、Reuse＜再使用＞、Recycle＜再利用＞）を企業

理念とした事業に取組、地球温暖化、環境汚染、資源枯渇と
いった様々な問題を自動車資源の完全リサイクルによって、
かけがえのない地球を次の世代に引継ぐことに日夜取り組ん
でいます。 

 

 

ホームページURL ： http://www.keiaisha.co.jp 

 

環境に与える負荷をできるだけ減らすように配慮した国際規
格システム「ISO14001」を取得しています。地球環境保護に
対する世界規模の社会的高まりのなかで、業務活動の中で自
主的に環境保全に取り組むことを目的として。自動車産業の
中で何ができるかを真剣に考え実行しています。 

自動車部品事業部・栃木アルミ工場では、品質
マネジメントシステムの国際規格である
「ISO9001」を取得し、お客様にご満足いただけ
る高い品質と継続的改善に努めています。 

http://www.keiaisha.co.jp/
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車輌リサイクル事業部の沿革  

 1996.9 金沢リサイクル工場                            
（元スクラップヤード。使用済自動車リサイクル実証研究を開始。工場発足以前は日産追浜工場
から出る工程屑を引き受け） 

 2001.4 埼玉リサイクル工場 

 2001.8 栃木リサイクル工場                               
（日産栃木工場近隣の工業団地の一画を使用。） 

 2001.9 九州リサイクル工場                                
（日産九州工場に隣接するスクラップヤードを転用。以前は日産九州工場の工程屑を引き受け）   

 2002.11 姫路リサイクル工場                            
（ＪＦＥ条鋼構内一角を借用） 

 2003.11 千葉リサイクル工場 

 2006.9  宮城リサイクル工場                         
（地元からの要請で、県の工業団地を購入して開始）  
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委託＆支払 

     資源再利用        6 

新車購入者 

最終所有者 引取 解体 

中古車 

購入者 

使用済自動車 

部品市場 

啓愛社 リサイクル実例 

資金管理法人 
（財）自動車リサイ
クル促進センター 

ﾘｻｲｸﾙ料金 

約1万円～/台 

フロン
類破壊
業者 

ｴｱﾊﾞｯｸﾞ
処理 

ASR引取ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

情報管理センター （財）自動車リサイクル促進センター 

自動車メーカー・輸入会社 

自動車再資源化協力機構 

支払 

ﾌﾛﾝ ｴｱﾊﾞｯｸ 

処理費 

回収費 処理費 

非鉄
精錬
業者 

 

ﾘﾋﾞﾙﾄ
ﾒｰｶｰ 

貴金
属精
錬業
者 

廃油
再生
業者 

鉛精
錬業
者 

ｺﾞﾑ
再利
用業
者 

Aﾌﾟﾚｽ 

（鉄＋α） 

ｴﾝｼﾞﾝ他 
部品 

ｵｲﾙ 
ﾊﾞｯﾃﾘｰ 触媒 

ﾀｲﾔ 

非鉄 

電
炉 

廃液
処理
業者 

冷却液 

ASR全部再資源

化（銅除去＆ﾌﾟﾚ
ｽ） 

ｱﾙﾐ  
二次
精錬 

リサイ 
クル率 
９９％を
実現 

ﾎﾞｲﾗｰ燃料
として使用 

回収物は、  

ほぼすべて有価
物として販売され、
リサイクルされる。 
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業務フロ－ 
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エアバッグ回収・処理ネットワ－ク 

運搬ネットワーク 

指定引取場所 

7拠点 

解体業者 

約6,600事業所 

取外回収 

再資源化処理施設 

3拠点 
  

 

秋田工場 

金沢リサイクル工場 

九州リサイクル工場 

啓愛社７拠点（全国32拠点） 啓愛社３工場（全国7工場） 

＊指定引取場所兼務 
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市場交換バンパ－回収 
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エンジンクラッシング 



啓愛社は、自動車ﾒｰｶｰ内に
出張所を置き、製造時ｽｸﾗｯ
ﾌﾟ回収・分別を実施。 

 

廃車 

回収 

解体・分
別 

溶解・調
製 

鋳造 

製造 

 

新車 
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製造時    
ｽｸﾗｯﾌﾟ   
回収・分別 

廃車由来ｱﾙﾐ 

製造時ｽｸﾗｯﾌﾟ
由来ｱﾙﾐ 

その他ｽｸﾗｯﾌﾟ
由来ｱﾙﾐ等 

溶解状態（溶湯アルミ）で供給。 
⇒自動車会社での再溶解コスト削減 

自動車
ﾒｰｶｰ 啓愛社 

（参考）アルミ二次精錬事業 

http://172.16.10.237/cgi-bin/cbgrn/grn.exe/index?

